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NA Way マガジン では、読者のみなさんからのお便りをお待ちしている。
掲載された記事に対する感想はもちろん、NAという集まりのなかで取り上げ
られている問題についてひとつの考え方を示すにすぎないものであっても、
エディター宛に送っていただきたい。250字以内にまとまっていれば、その
まま編集の手を加えずに掲載されることになっている。お便りには、本名、
現在使われている住所および電話番号を明記することをお忘れなく。掲載さ
れる場合には、アノニマスでという希望がないかぎり、ファーストネームと
苗字のイニシャルを署名として用いることになる。
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編集者から、ひとこと
NA Wayマガジン2017年１月号では、この「編集者からひとこと」をは

じめとするいくつかの記事で、現実を受けとめて生きるという考え方をと
りあげた。それから1年して、こちらにはまた、現実を受けとめて生きるこ
との喜びや苦労を映しだす投稿がたくさん寄せられた。それによって、メン
バーたちの多くが回復の道で老いていくという課題に取り組んでいることが
わかる。今月号の『特集記事』になっているのは、昨年１月号に掲載された
「生きていくということ」の後日談である。そして、『わかちあい』では絶
望や、恐れや、挫折から、理解や、安心や、希望にまつわるものまで、メン
バーたちがさまざまな経験を語っている。

さらに今月号では、刺激的で得るところの多いフェローシップディベロッ
プメントと翻訳に関する取り組みがいくつか紹介されているほか、WCNA 37
に関する最新情報があり、『グループ紹介』にはベーシックテキストに関す
る感動的な写真が２点ほど添えられている。そして、インターネット版のNA 
Way マガジンを購読しているみなさんには、紙面のリンクによる追加記事が
用意されている。また、www.naway.org にはNA Way マガジンのバンクナ
ンバーが揃っているので、インターネット版を購読していなくても、これま
でに掲載された記事がだれでも読めるようになっている。

今年も、NA Way マガジンを読んで、よい年になりますように！
ド・J （エディター）

世界中で
読まれている
NAの定期刊行

NA	Way	マガジン	では、読者のみなさんが参加
されるのをお待ちしている。この年に４回発行され
る定期刊行物によって、ぜひ、世界中の仲間たちと
分かち合いをしていただきたい。回復するなかでの
経験はもちろんのこと、NAのさまざまなことに関
する意見や、これからの課題などについても投稿
をお待ちしている。ただし、投稿された原稿はど
れもみな、ナルコティクス	 アノニマス	 ワールド
サービス社に所有権があるものとされる。購読の
予約、編集に対する意見のほか、著作権など実務
的なことでの相談は、PO	BOX	9999,	Van	Nuys,	
CA	91409-9099	にお問い合わせいただきたい。
NA	Way	マガジン	は、NAメンバーがそれぞれ
に自分で経験したことや自分なりの意見を紹介す
る雑誌である。ここにはNA全体の意見は表明さ
れていない。そしてもちろん、ナルコティクス	ア
ノニマス、NA	Way	マガジンまたはナルコティク
ス	アノニマス	ワールドサービス社によって支持さ
れていると受け取れるような記事も掲載されてはい
ない。また、インターネットからNA	Way	マガジ
ンを配信することを希望する場合には、上記のアド
レスに手紙をいただくか、naway@na.orgにeメー
ルをいただきたい。
NA	Way	マガジン（The	NA	Way	Magazine：	
ISSN	 1046-5421）、NA	 Way（The	 NA	
Way）、ナルコティクス	アノニマス（Narcotics	
Anonymous）、この３つは、ナルコティクス	 ア
ノニマス	 ワールドサービス社のトレードマーク
として商標登録されている。NA	 Way	 マガジン	
は、ナルコティクス	 アノニマス	 ワールドサービ
ス社（19737	Nordhoff	Place,	Chatsworth,	CA	
91311）によって、年に４回発行される。

NA	Way	マガジン	は、ナルコティクス	アノニマ
スのメンバーのための雑誌であるため、英語、ペル
シャ語、フランス語、ドイツ語、ポルトガル語、ス
ペイン語など、さまざまな言語で出版されている。
そしてこの雑誌の使命は、ひとりひとりのメンバー
に回復とサービスに関する情報を提供することであ
り、そこには回復にまつわる喜びだけでなく、現在
NAで問題となっていることや世界中のNAメンバー
のだれにとっても見過ごせないイベントなども取り
上げている。編集スタッフはこのような使命に従
い、世界中のメンバーが特集記事をはじめとする
さまざまな記事を書いて、自由に載せられる雑誌
にしようとするのはもちろん、現在行われている
サービスやコンベンションに関する情報を提供す
ることにも力を注いでいる。だが、これが定期的に
メンバーに届く雑誌であるからには何よりもまず、
『アディクトであれば、どんなアディクトであって
も、薬物を使うのをやめることができ、使いたいと
いう欲求も消え、新しい生き方を見いだすことがで
きる』というNAの回復のメッセージをたたえるこ
とにこそ力を注ぐ

NA	World	Services,	Inc.
PO	Box	9999

Van	Nuys,	CA	91409	USA
Telephone:	(818)	773-9999	
Fax:	(818)	700-0700
Website:	www.na.org

www.na.org
mailto:naway@na.org
www.naway.org
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転機の訪れ
　1年前。俺は、初めて使うのをやめてから40回目の記念日を迎えよう
としていた。
　1年前。俺は住む家もなく、毎晩深夜勤務をこなして、経済的な不安
を抱えていた。「現実」はきびしかった。絶望しきって、希望など心
のほんの片すみで縮こまっていた。それは自分の境遇によるもの、つ
まり住所不定の生活がつらいということもあった。だが、それ以上に、
機会はいくらでもあったのに経済観念を身につけようとする努力を怠っ
たからだった。俺は、記念日を楽しみにするどころじゃなかった。この
まま手をこまねいているわけにはいかないだろう、やれることがあるは
ずだ、と思った。
　そもそも、俺が絶望に屈するのをとどまらせてくれているものは何な
のか。それについて棚卸をすると、７つのことがわかった。クリーン
で生きた時間が自分を支えてくれたこと。NAの文献に記されている経
験をメッセージ。古きも新しきも、自分には仲間がいること。サービ
ス。NAのステップ。NAのミーティング。そして、NAの仲間たちと心
をひとつにすることだ。これだけは全部、それが無理でもいくつかは、
せめてひとつだけでも毎日取り組もうと、俺は努力するようになった。
　それからどうなったか、簡単にいうと「転機」が訪れたのだ。定住
するところができた。ましな仕事に就く道が開けた。昼間に働けば、
暮らしていけるだけの収入が得られる。孤独感がだいぶ取りのぞかれ
た。暮らし向きが変わっていくなかで、いちばん助けになったことが
２つあった。
　ひとつは、居心地のいいホームができたこと。このグループにいる
と、俺は支えられ、励まされ、はっぱをかけられ、叱ってもらえる。そ
して何より、大事にしてもらえる。初めて参加したミーティングで、当
時の俺が抱いていた人生観について前向きな視点がもたらされた。そし
て、グループのみんなが力づけてくれたことで、俺は絶望的な状況に立
ち向かうこともできたし、２つの住居のうちで定住できそうな住まいを
選ぶこともできた。NAのグループがどれもみな、こんなふうにたくま
しくて度量が大きいわけではないだろうが、俺が転がり込んだのはそ
ういうグループだった。
　もうひとつは、毎晩眠りにつく前に棚卸をすることを再び日課にする
ようになったこと。すると、毎日しっかり生きて日々の成長を重ねるこ
とにとっていちばん大事なことが、いくつかわかった。それを自分がど

のように行っているか、毎晩評価している。たとえば、決
まった時間に床についているかにはじまって、ゲーム

をやったりテレビを観たりして時間を無駄にしてい
ないか、ホームの仲間に電話したか、翌日に着る物
を整えておいたか、仕事で目標にしていることを達
成できているか、といった具合にチェックする。

　こうして日々つまずいてはいろんなことに気づき
ながら、ホームの仲間たちの愛情に支えられ、俺は変わ

っていく。心が安らいでいくとともに、「現実」も生きやすくなる。
今年は、自分の記念日を楽しみにしている。記念日は、楽しみ、祝い、
その日を迎えられることに感謝するためにあるのだから。

アル・H（アメリカ合衆国／ニュージャージー）

®

編集記：2017年NA Way マガジン1月号に掲載されたアルの物語は、　
　www.na.org のバックナンバーを開くか、ここをクリックして　　　　　　

ダウンロード版を開けばお読みいただけます。

https://www.na.org/?ID=catalog-products
https://www.na.org/?ID=catalog-products
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ベーシック・キャプション・コンテスト
ここに、みなさんがNAＷayマガジンに参加できる新企画をご用

意しました。左にあるコミック（漫画）のキャプション（短い説明
文）を書いて送っていただくだけで、そのままキャプション・コン
テストに参加できてしまうのです。みなさんのキャプションから傑
作と思えるもの（1点とは限らないかもしれません）を選んで、次
回のNA Ｗayマガジンに掲載させていただきます。そうやってNA 
Ｗayに名前が載るというのも、なかなかいいものでしょう。 

申し込みは、Eメールで受けつけています。宛先は naway@
na.org。件名は「ベーシックキャプション・コンテスト」とし、本
文には名前と住所を必ず記入するようにお願いします。

撮影者：デイブ・T
（アメリカ合衆国／カリフォルニア）

手話通訳
みなさんのNAでは、コンベンションやイベントによるス

ピーカーのわかちあいに手話通訳を提供していますか。その
際には、手話通訳の様子を録画しているでしょうか。そうで
あれば、聴覚障害によって耳が聞こえないNAメンバーたち
にもっと手を差し伸べるために、ご協力をお願いします。手
話通訳の様子を録画したビデオがあれば助かるというNAは
少なくありません。ですから、na.org/localresources によっ
て利用してもらいましょう。このWebページには、世界中の
NAから提供されたサービスの資料と道具が掲載されており、
どれも自由にダウンロードして、各地のNAにあったやり方で
利用できるようになっています。みなさんがNAスピーカーの
わかちあいを手話通訳した映像を持っているか、あるいは、そ
のような映像資料を探しているのであれば、fsmail@na.org ま
でご連絡ください。 N A

手話通訳の表記に関するお詫びと訂正
NA Wayマガジン2017年１月号では、コンベンションをはじめとするNAのさまざまなイベントによる手話通訳の

記録の提供を呼びかけました。その際に、アメリカ・サイン・ランゲージ [アメリカ式の手話言語] で「N」と「A」
をあらわす手話の写真を掲載したのですが、申し訳ないことに、手話にあてた文字が誤っていました。これについ
ては、英語版が印刷されたあとで誤りに気づいたため、紙版の方は訂正ができませんでしたが、インターネット版
の方は英語版と８言語による翻訳版の全部に訂正をおこないました。謹んでお詫びいたします。
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回復の道で歳を重ねる
わたしは花束を抱えて、彼女の家の玄関先に立っていた。出てきてはくれないとわかっていたけど、最後にもう一度だ

けドアを叩いた。花束は、玄関のドアに立てかけた。こうしておけば、手に取ってもらえなくても、家の中に倒れるから
植え込みに落ちないですむだろう。持参したカードは折りたたんで、バラの花束の奥に差し込んだ。カードには、わたし
が命をつないでうまく生きられるようになるために、彼女がこれまでにしてくれたことに対する感謝の気持ちを記してあ
った。ひとつひとつ２人で一緒にステップに取り組んだこと。わたしが心を閉ざすと、何度でも車で駆けつけてくれたこ
と。休日には何度となく一緒に過ごしたこと。財政が困窮したときにはお互いに支えあったこと。18年という年月が、過
去のものになってしまった。ドアをノックしても、電話をしても、車にメモを貼り付けても、彼女はもう応えてくれなか
った ……　わたしはストーカーになったような気がしてきた。そこで、自分よりクリーンタイムが長い女性に電話をする
と、「望まれていないのに、ひとの人生に無理やり存在しようとする」のはやめたほうがいいと言われた。こうして新た
な相談相手となってくれた女性に、スポンサーをお願いした。わたしは裏切り者になったような気がしたけど、聞いては
もらえない留守番電話にせっせと棚卸を吹き込むなんてことは、もうやってられなかった。

かつてのスポンサーをいつものミーティングでみかけなくなったのには、わけがあった。「回復の道で病気になる」
というミーティングにしか出ていなかったのだ。そこで、わたしもそのようなミーティングに一度出てみたのだけど、
それだけでもう事情通になった気でいた。こんなところに集まっているのは治療薬に頼る連中ばかりだと、さもわけ知
り顔で決めつけた。それにしても、かつてのスポンサーは「なにがあろうと、なにも口にしない」と考える一派だった
のに。以前、わたしが喘息の吸入機を使用したときに、なんで使用する前に言わないのかとたしなめた人がこのありさ
まとは、まさかの展開だった。

そして時が流れ、そんなことも吹っ切れた。わたしには、せっせとミーティングに通い、サービスにも積極的に関わっ
て、ステップワークにも熱心なスポンサーができたからだ。それでも２〜３年ごとに、かつてのスポンサーが毎月のバー
スデーミーティングでメダリオンを手にするのを目にしていた。深刻な衰えのさなかにある姿が痛々しかった。背中を丸
めて、誇らしげに頭を前に突き出しながら歩んでいき、もたもたと壇上にあがって自分のクリーンタイムを告げる。する
と、部屋にいる人たちが立ち上がって床を踏み鳴らしながら口笛を吹く。そのなかを、ゆっくりと自分の席に戻っていく
のだった。まさに、肉体の苦痛と不屈の精神を絵に描いたようなものだった。どうみても勝ち目などないのに、それでも
なんとか、クリーンで生き抜いているじゃないか。そんな姿を見せつけられて、「回復の道で病気になる」というミーテ
ィングをどうこう言うのは、もうやめにした。

あれから10年。 わたしはそれだけ年をとり、今では手足を動かすといった簡単なことも苦しくなっている。慢性的な
症状をいくつも抱えているからだけど、まぁ、そんな話をしてもはじまらないから、わたしと同じ状態で苦しみに耐えら
れなくなった人が2人、安楽死 を施すことで有名になった医師の世話になったと言うにとどめておく。だからといっ

て 、 わたしは「ひとりぼっち」ではない。NAのオールドタイマーの多くが、回復の道
で老いていきながら解決のつかない痛みと暮らしている。

こうなったら、何が適切なのか。それについてはいろんな考え方がある。
「何があろうと、何も口にしない」という仲間もいれば、医師の意見に従う
という仲間もいるし、「医療マリファナ」の煙や蒸気を吸っている仲間もい
る。わたしが今やっている方法や、これまでにやってみた方法をいくつか紹
介しよう。まずは、NAの文献と、サービスと、棚卸。そして、イブプロ
フェン（非ステロイド系の解熱/鎮痛/抗炎症薬）、温冷パック、鍼、マッ
サージ、車椅子（１年間利用）、神経ブロック注射とステロイド注射。そ
して、繊維筋痛の投薬治療。そして催眠術、心を集中する訓練、経皮的末
梢神経電気刺激法のさまざまな装置、カイロプラクティック。そして東洋
医学、お茶とサプリメント、理学療法、水療法、スポーツクラブ、サイク
リングマシン、仰向けに寝た姿勢で乗る自転車、ペダルを踏むと足が楕円
形を描く運動器具、ヨガ。そして足にギブスをはめること、2回にわたる

股関節の手術（手術中と術後に短期間の投薬）、毎日のストレッチ、電
動車椅子。そして祈ること、黙想、書くこと、泣きわめくこと、文句をいう
こと、這いつくばって懇願すること。そして仲間と一緒に活動すること、ア
ート作品を作ること、アニマルセラピー、抗炎症効果のある食事、少しでも

ゆっくり休むこと、少しでも多くのミーティングに出ること。そして膝、くるぶ
し、背中などを固定する器具。松葉杖。あとはステッキ。レーザー・スクーター。ゴル

フ・カート。まだまだ、あるだろう。
要するに、わたしは救済を求めて過酷な日々を送っているのだ。たしかに、正気の沙汰

ではない。でも、それがわたしの人生だもの。できるかぎり苦痛を和らげれば、アディク
ションによって恐ろしい目に遭わずにすむだろうと思える。そうしてわたしは、だれの
ものでもない、わたしの道を生きるだけ。だからといって、わたしは自分のことを正当

化するわけではない。ひとにはその人なりの道があるのだから、わたしもわが道を行
くしかないのだ。
かつて、ナルコティクス	アノニマスのクリーンタイムなどあってないようなものでメ

ンバーは若者ばかりだと言われたものだし、そう考えても差し支えないとされていた。こ
れは、すでにまったくの誤りになっている。私たちは胸を張って、そう言い切れる。NA

® わかちあい

https://www.na.org/subscribe
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た。それで、スポンサーにしょっちゅ
う電話するようになった。傷つき、腹
をたて、恨みでいっぱいの僕は、NA
の文献を読むようになり、ミーティン
グの回数も増やしていった。12のステ
ップによって回復することに本気で取
り組むことにしたので、NAから去ろ
うなんて思わなかった。スポンサーシ
ップではステップ５まで取り組んだの
だけど、その時点で、スポンサーはあ
る女性との関係が復活し、結婚して遠
くに引っ越してしまった。
　そして２番手に、今のスポンサーが
登場する。そのときまでにはNAのス
テップワークの重要性がわかっていた
し、自分がそれまでに取り掛かってい
たことを完了したいとも思っていた。
しかし、ステップに取り組むのをやめ
てしまうのはもったいないと思ったの
は、高尚なことをしている気になって
いたからだ。クリーンでハイになった
僕は、ミーティングに行っては自分と
ステップをやっていない仲間とを比べ
るようになった。そんな程度の低いこ
とで張り合うのが、病みつきになって
いった。そして、ミーティングで観察
を重ねてから、新しいスポンサーを選
んだ。そのときにはわかっていて選ん
だわけじゃないのだが、この人は僕の
理想になる多くの資質を備えていたの
だった。この人には怒りや、敵意や、
権威主義的なところがないように思え
た。物静かでゆったりとかまえている
ようだった。そこに、僕は惹かれた。
怒りや敵意や権威をちらつかせる人と
いると、安心できなかったからだ。
　不安やとまどいを感じたときに人で
はなく薬物に頼ろうとするのは、アデ
ィクトならみな同じだが、僕はそこか
ら回復しつつある。そして、並はずれ
た羞恥心によって親密さを恐れること
からも、僕は回復しつつある。僕は、
困ったことになるのは女性のせいだと
考えてばかりいて、自分のなかで折り
合いがつかないことがあると女性を非
難した。回復が進むにつれて自分の問
題が浮き彫りになり、手本となる男性
像に問題があることがわかった。男ら
しさや大人の男について、男性や社会
から受け取った情報に誤りがあったこ
とを認めるようになった。スポンサー
とのかかわりによって、日々生じてく
る感情を探るだけでなく、その感情を
自分できちんと引き受けることで、薬

には今や、20年以上のクリーンタイム
があるメンバーが数えきれないほどい
るのだ。30年を超えるメンバーも少な
くないし、40年を超えるメンバーだっ
てかなりの数になる。そして、NAで回
復の道を歩む高齢者の数はピークを迎
えつつある。となれば当然、そこには
痛みが伴う。何かと、苦しい思いをす
るわけだ。

わたしたちは（自分で運転するか、
だれかの車に乗せてもらうかして）ミ
ーティングに出席しても、話すように
求められないかぎり、40年間毎日のよ
うに耳にしてきた話をただ聞きいてい
るだけなので、目を開けているのに苦
労することもある。それでも席に居座
っていられること、それこそが老人に
はなによりの余得なのだ。メンバーたち
は、わたしたちがすべての答えを持って
いて、腰が低くて賢く、周囲のバカ騒ぎ
に目くじらを立てたりしないし、つねに
仏のような穏やかさで対処してくれるだ
ろうと思っている。仮に、わたしたちが
偏屈な気むずかし屋であるとしても、そ
の姿によって、あとからつながったメン
バーたちは長くクリーンタイムを重ねた
ときに、きっとわたしたちよりもっとま
しな生き方ができるようになる。そうで
あってもおかしくはない。いや、きっと
そうなるだろう。

カリン・B
（アメリカ合衆国／カリフォルニア）

スポンサーシップ
　僕は、ステップミーティングに出席
するようになったばかりのときに「ス
ポンサーをもって、ステップに取り組
む」という話を聞いた。なんのことや
ら、僕にはわからなかった。ある晩、
ミーティングが終わってボケっと立っ
ていると、一人の男性がやってきて「
スポンサーはいるのかい？」とたず
ねた。いませんと答えると、その人が
名乗りを上げてくれた。だけど、スポ
ンサーシップによってどういうことに
なるのかも、僕の人生でスポンサーが
どういう役割を果たすことになるの
かも、僕にはわかっていなかった。で
も、当時の僕は人づきあいのなかで浮
いていることが多く、周囲に溶け込み
たいと思っていたこともあって、その
申し出を受け入れた。
　といっても、かなりの期間、その人
は名ばかりのスポンサーにとどまっ
ていた。僕がスポンサーシップの意味
を理解していなかったからだ。それ
が、NAの女性と交際するようになっ
てようやくわかった。関係がうまくい
かなくなったとき、相手が僕のことを
ミーティングで「ぼろくそ」に言っ
たのだ。そうしないと、僕のことや僕
との別れによるいろんな感情におさま
りがつかなかったのだろうけど、僕は
みんなの前でモテる女性との破局に直
面し、つらく、気まずい思いをしてい

物を使わないでいても満足を覚えるこ
とができるようになった。
　なんにせよ、僕より先に回復の道に
踏み出したアディクトたちによって、
トラウマから回復する効果的な方法が
あるとわかったのだ。僕はいつも、対
人関係で傷ついていた。けれども先人
たちは、回復の道を歩むアディクトが
傷を癒すためには、まさに自分を傷つ
けることがある「対人関係」に頼る必
要があることを理解した。そうして試
行錯誤を繰り返し、創意工夫をするこ
とで、スポンサーシップというものを
生み出したのだ。
　回復の道を歩みながら12のステッ
プに取り組むことによって、僕とスポ
ンサーとの関係は深まった。スポンサ
ーと協力しあって感情を探っていくこ
とで、対人関係がことごとく改善され
ていった。NAの文献からわかるとお
り、「… NAのプログラムは単独で取
り組むものではない」（『スポンサー
シップ』、「序文」）のだから、僕ら
は独りでは癒されない。僕はスポンサ
ーシップによって、正直さ、広い心、
勇気、やる気を実践し、傷つくことを
恐れないようになった。自分やほかの
人を信じることを教わったのだ。
　男たちが見栄を張りあうのをやめて
仮面をとり、それぞれの感情をわかち
あうと、親密さが増していく。多くの
男性がこのような機会をつかめないま
ま自分の感情をもてあまし、それを女
性になんとかしてもらおうとする。そ
うして女性にあまりにも多くの重荷を
背負わせることになるのだ。男同士で
親密な絆をもてず、女性に心理的な負
担を負わせ過ぎれば、うまくいくわけ
がない。
　先週のことだ。僕はベンチに座っ
て、自分のスポンシーと話をしていた
ら、遠くの方にスポンサーが自分の車
まで歩いていくのが見えた。スポンサ
ーと共に歩んで、もうどれくらい経つ
だろう。自分のことについて、どれほ
ど多くを学んだことか。このスポンサ
ーシップのおかげで、どれほど自分の
心が広がったか。そんなことに思いを
はせるうちに胸が熱くなった。自分の
対人関係についてぶつぶつ言う人がい
ても、僕は黙っている。ほかの人たち
が不幸を嘆いていても、言わせてお
く。だれかが寂しいと不満をたれてい
ても、僕は発言を控える。今の僕は、
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そういうことで悩まない。スポンサー
シップによって、どんな人との関係
でもお互いに納得がいくように改善で
きるようになったからだ。スポンサー
が僕の回復に果たす役割を考えるうち
に、いろんな思いがこみあげてきた。
スポンサーが歩き去るのを見ていた
ら、胸がいっぱいで涙がこぼれそうだ
った。ひとりのアディクトがもうひと
りのアディクトの手助けをすることの
治療的な価値を、僕は信じている。

ジェラルド・C
（アメリカ合衆国／カリフォルニア）

51年を過ぎてなお
旅にある

　２、3日前になりますが、ノーザンカ
リフォルニア（北カリフォルニア）の
NAでは、51年のクリーンタイムを祝う
仲間がケーキに立てられたキャンドルの
火を吹き消しました。この仲間が回復の
道に歩みだしてから44年後に、私はイラ
ンのNAにつながったのです。私は、イ
ランからこの仲間に電話をして、その
人生とNAという仲間の集まりについて
いくつか質問をしました。そのやりと
りを、ここにご紹介します。
Q ［質問］：51年もの間、どうやってク

リーンにとどまったのですか。
A	［答え］：教えに従って、耳を傾け
ることによってだな	……	自分が話し
たいときには、むしろ耳を傾けて注
意を払えってね。それと、いろんな
意味で、一歩ずつ歩んでいくってこ
とだ。それは自分の足で踏み出す一
歩であり、ステップと伝統による一
歩でもある。おれは、すごくいいス
ポンサーをもったので大いに助かっ
たよ。すごく頼りになったんだ。提
案なんかする人じゃなかったけど、
おれがすべきことはきっちり教えて
くれた。そして、スポンサーシップ
によってメンバーの手助けをしたり
とか、NAのためにエリアやリージ
ョンでいろんな活動をしたりとか、
いろんなサービスにかかわったこと
がとても役立った。ほかに道がない
のだから、おれはとどまった。クリ
ーンにとどまる以外には、刑務所、
施設、死へと続く道しかない。だか
ら、かつては恐怖心によってクリー
ンにとどまろうとした。今は、クリ
ーンで生きることが喜びとなり、そ
ういう人生を愛しているから、クリ
ーンにとどまっているというわけ
だ。（おれは口が重いから、聞き出
す方も大変だな、ハハハ）

Q：今も、スポンサーがいますか。
A：スポンサーがひとりと、「スポンサ
ーのサブ」が何人かいる。そして、
これまでおれがスポンサーをしてき
た連中もみんな、力になってくれて
いる。スポンシーたちが助けを求め

て電話をしてくれば、それによって
逆におれの方も助けられているん
だ。これまでおれのスポンサーに
なってもらったのはひとりやふた
りじゃない。だれだって歳にはかな
わないし、次々とこの世を去ってい
くからだ。

Q：スポンサーは、自分よりクリーンタ
イムが長くなくてはいけないと思い
ますか。

A：今のスポンサーは、おれよりクリー
ンタイムが短いけど、すごくいいス
ポンサーだよ。自分よりクリーンタ
ームが長くなければならないとした
ら、えらく苦労しただろうな。そん
なメンバーなんて、2人もいればい
い方だし、おれの住んでいるところ
にはいやしない。だから、おれはこ
れまで自分よりクリーンタイムの短
いスポンサーを2人もつことになっ
た。年数を重ねることなんて、それ
だけの時間に何をするかってことに
くらべたら、それほど重要じゃない
だろう。スポンサーといっても、十
人十色さ。今のスポンサーは、おれ
のクリーンタイムにはちっとも恐れ
入っちゃいないよ。でも、すごく正
直に話してくれるし、的を射たこと
を言ってくれるから、本当にありが
たい。こんなことを言ったら嫌がら
れるんじゃないかと恐れている人も
いるし、おれだって何を言われても
ハイハイと聞けるわけじゃない。だ
が、自分のためになることっていう
のは、言われてうれしくないことだ
と相場が決まっているし、それでも
自分が助けを求めるなら、与えられ
る指針に従がわないわけにはいかな
いだろう。

Q：導きを求める「願望」については、
どう考えますか。

A：願望についてなら、一日中でも話せ
るよ。NAの『伝統３』では、以前
は「クリーンにとどまりたいという
心からの願望」とうたっていたが、
後になって「心からの」という文句
を外した。そんなことはだれも判断
できないからだ。それで、クリーン
にとどまりたいという願望となって
いる。願望がなけりゃ、希望も持て
やしないだろう。最初は小さな火が
ちらつくぐらいだが、とどまってそ
の火を大きくしていけば、やがて燃
え上がる炎になるだろう。伝統３っ
てのは、よくできているよ。

Q：今も、変わろうとする気持ちがあ
りますか。

A：いい質問だな。おれはなかなかその
気にならない（行動を起こすまでち
ょっと時間がかかる）んだ。でも、
そうやってのらりくらりしてると、
苦しくてたまらなくなる。おれは意
識してないと正しいことができない
から、いつまでたっても間違ってば
かりいるんだ。

Q： 51年経っても？
A：そうだよ、ハハ。いまだに、つい、
よけいなことを言っちまうんだ。そ
ういう自分の軽率さのせいで、すぐ
に埋め合わせをしなけりゃならなく
なる。腰を据えて自分はどうすべき
かと考えれりゃいいだけなんだけど
な。なにはともあれ、おれはステッ
プワークをやって現在の残骸を取り
除くことにつとめている。NAにつ
ながるまでの出来事はあらかた償
ってきたが、クリーンになってか
らの出来事のなかにはきちんとし
なければならないことがいくつか
あるんだ。

Q：何歳でクリーンになったのですか。
A：最初は24歳のときだったが、その時
にはどうということもなかった。何
人か、気の合う仲間もできたけど、
おれはその気になれなかった。クリ
ーンになる覚悟ができてなかったん
だ。２ヶ月かそこら、うろちょろし
ただけだった。それから、いろん
なトラブルに陥って、27歳のとき
にNAに舞い戻ったというわけだ。

Q：では、78歳になられるんですか。そ
れにしては、声がお若いですね。

A：成長してないからだろうな。ハハ。
しかも、おれは若い連中とつきあっ
ていることで頑張っていられる。そ
れに、毎日体を動かしているので体
調もすこぶるいい。それと、遺伝子
が優秀なんだろう。

Q：ジミー・Kに会いましたか？
A：ジミーみたいにエネルギッシュなや
つは、知らないよ。このNAという
集まりを愛していたから、NAが崩
壊しかけたために多くの困難を経
験したんだ。しかし、ジミーは素
晴らしい提案をいくつも持ってい
た。NAが「AA（アルコホーリクス	
アノニマス）の伝統を採用する前」
であっても、伝統についてはうるさ
型だった。だから、ほかの仲間たち
が伝統を守ろうとしなくても、ジミ
ーは伝統に忠実であろうとした。ジ
ミーはいったんNAを離れたんだ。
それはほんのいっときだったが、事
態は悪くなる一方だったので、後に
なって何人かの仲間たちと一緒に戻
ってきたってわけだ。

　	　おれが初めてNAにつながったこ
ろは、ロサンジェルス界隈で５つ
ぐらいのミーティングが開かれて
いたが、メンバーの数は20人〜30
人でしかなかった。1996年に舞い
戻ってきたときには、メンバー数
は50人ぐらいになっていたんじゃ
ないかな。初めて出入りしたころ
に「気のあった仲間たちは」、サ
ンフランシスコ・ベイエリア	（湾
岸地帯）	のノーザン・カリフォル
ニアに移ってしまっていた。クリ
ーンになって1年半して、おれは足
を骨折した。医者に行くわけにはい
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かなかったんで、トレ
ーラーを手に入れてベ
イエリアまで移って来
た。それ以来、ずっとこ
っちにいる。一時期サク
ラメントに移ってから、
しばらくの間アラスカま
で仕事に通っていたが、
ほとんどはソノマ郡	[カリ
フォルニア州西部]で暮ら
した。こっちに来た当初
は、このあたりにNAミ
ーティングが一つもなか
ったから、もっぱらAA
のミーティングに出てい
た。だが、AAにもピル
とかアルコール以外の問
題を抱えている連中がい
たので、NAのミーティン
グを始めてみないかということに
なった。それが成長したもんだ。
今では、30年や40年もクリーンタ
イムを重ねるメンバーがたくさんい
る大きなNAになっている。

Q：僕らは、アメリカのみなさんには本
当に頭があがりません。僕らのいる
イラン リージョンでは、現在、50万
人のアディクトが回復の道を歩んで
いるんですよ。遠隔地でさえ、多く
のミーティングが定期的に開かれて
います。ここで、イランのメンバー
たちに、何かメッセージをいただけ
ますか。

A：今やっていることを、とにかくやり
続けることだ。それは、すごいこと
なんだからな。おれも、先につなが
った仲間たちには頭があがらない
よ。そして、イランで最初のミー
ティングを開こうと行動を起こし
た仲間たちには、頭がさがる。そ
の連中は、NAがみるみる大きくな
っていった様子に、最高の気分を味
わっているに違いない。この手の話
を聞くと、希望がわいてくる。自分
が経験してもおかしくないって気が
してくるんだ。それだけの価値があ
るってことだよ。イランの仲間達が
やっていることは、すばらしいの一
言につきる。どうか、そのまま続け
ていってくれ。

アーラシュ・S
（イラン／カラジ）

痛みの処方薬
　わたしは1984年にテキサス州のヒュー
ストンでクリーンになり、それ以来ずっ
とクリーンで生きてきました。年月を重
ねるなかで終始うまくやってきた数少な
いことの一つが、ミーティングに出席す
ることです。ミーティングには「きちん
と」出たほうがいいと、NAの文献に書
かれていますからね。ただ、わたしの場
合、きちんとするにも年月を経るなかで
少し違いがみられました。クリーンにな
って最初の２、3年は、きまって週に５

回から６回のミーティングに
出ていました。そして、フル
タイムで働き、子どもたちも

幼かったころには、２回か３回
のミーティングがふつうになっ
ていました。それでも、人生に
どのような移り変わりがあろう
とミーティングにはきちんと出
るということに、変わりはあり
ませんでした。つまり、わたし
の居場所はNAのミーティング
ときまっていたのです。そうい
うことが、わたしには効果があ
ったのです。
　こうしてミーティングに通っ
ていると、これまでに何度とな
くリラプスの話を耳にすること
になりました。わたしは仲間の

経験や過ちから学びたいので、注
意深く耳を傾けています。話の内容は人
によって大きく異なりますが、長年にわ
たって耳にするうちに気づいたことがあ
ります。それは、処方薬にからむリラプ
スが増えているということです。これ
は、わたしにとって人ごとではなくな
りつつあります。いくら自分ではしっ
かり回復しているつもりでも、歳をと
るにつれてあちこちに痛みを覚えて病
気がちになっているからです。わたし
（たち）は治療薬を処方されたら、回
復しているからと油断してはなりませ
ん。念のため、次のようないくつかの
質問を自分（たち）に問いかけてみれ
ばいいのです。
　わたしは、指示された通りに服用して
いるか。次回の服用が待ちどおしいか。
処方された薬は、売り物になるか。交換
したり、売ったり、あるいは貸し借りな
どをしているか。治療薬を服用している
ことを人に話すのは、相手がスポンサー
であっても、バツが悪くて気が進まない
だろうか。処方された薬が残り少なくな
ってきたら、補充しないと不安でしょう
がないか。処方された薬のことばかり考
えて、肝心なことに気が回らず、大事な
ことがおろそかになっていないだろう
か。このような状況について、回復の道
を歩む仲間たちからどんなことを聞いた
り学んだりしてきたか。自分は心を開い
ているか。自分とハイヤーパワーとのつ
ながりは、どんな状態になっているか。
  処方薬の服用を必要とすることは、是
非を議論するまでもありません。ナルコ
ティクス アノニマスでは、ナルコティ
クス （麻薬性の物質）が問題とされる
のです。わたしたちの経験と力と希望
が、ほかのアディクトの助けになるかも
しれないのだから、それをわかちあうの
はわたしたちの特権であり、また責任で
もあるのです。ここであげた質問は、わ
たしには役立っているので、みなさんに
も役立つことを願っています。
役に立てることに心からの感謝を込めて

ダイアナ・J
（アメリカ合衆国／ノースカリフォルニア）

スポンサーが
リラプスしたら

　あたしはクリーンになって６ヶ月の
ときに、四人目のスポンサーを見つけ
た。出会ったとき、その人はまさに、
あたしのほしいものを持っていた。そ
れは、NAで長生きしてるってこと。
あたしはそういう人を見つけようと必
死だった。あたしの家から２０マイル
以内には、ナルコティクス アノニマス
のミーティングがひとつしかないんだ
けど、教会の地下室で開かれていたそ
のミーティングで、その人は6年のメダ
リオンを受け取っていた。6年のクリー
ンタイムなんて、あたしには永遠のよ
うに思えたわ。だから、そんなに長く
回復の道を歩んでいるんだとしたら、
この女性こそ、あたしが自分の理解し
ている神に出会わせてくださいと祈っ
ていた相手にちがいなかった。
　絶望から生まれた贈り物は、回復に
踏み出したばかりのあたしには強い味
方だった。スポンサーの提案に従うこ
とは、あたしには生死にかかわる問題
だった。リラプスして挫折感を味わう
のがこわかった。その恐れに突き動か
され、あたしはクリーンにとどまるた
めならなんでもする気だった。スポ
ンサーが回復の土台を築く足場になっ
てくれたので、一日一日と、狂気のど
ん底から這いあがっていくことができ
た。ステップと伝統によって導いても
らいながら、スポンサーの励ましと、
忍耐と、愛と、友情にすがった。そし
て、あたしがステップ５をわかちあっ
たときには、スポンサーは10時間もの
間ずっと耳を傾けてくれた。2014年9月
30日は、忘れられない日となった。あ
たしは、スポンサーの導きと提案を信
頼していた。回復の道に踏み出してか
ら４年の間に、あたしが経験したスピ
リチュアルな目覚めと成長はすばらし
いものだった。自分には生涯にわたる
スポンサーがいるし、これで長生きは
確定したと、あたしは確信した。
　そして、６ヶ月ほど前のことだっ
た。スポンサーは10年のクリーンタイ
ムを祝った直後に、こんなことを打ち
明けた。慢性的な健康問題（不安やう
つを伴うおなじみの問題）が重くのし
かかって押しつぶされそうになり、使
うという考えと格闘しながら、自分の
スポンサーに電話をしたというのだっ
た。スポンサーがNAの教えに従って
いることがわかって、あたしはうれし
かった。それによって、スポンサーが
みずからの回復のために正しいことを
しているという信頼感がもてた。だけ
ど、それから１週間後に、スポンサー
がまた電話をしてきて、大事な話があ
ると言った。そして涙ながらに説明す
るのを、あたしは信じられない気持ち
で聞いていた …。

グウェン

編集記：グウェンの物語の続きはここをクリックして電子版でお読みいただけます。

https://www.na.org/admin/include/spaw2/uploads/pdf/litfiles/us_english/Booklet/In%20Times%20of%20Illness.pdf
www.nairan.org
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　ＮＡＷａｙでは、世界中のＮＡからミーティング会場やイベントの写真が送
られてくるのをお待ちしています。ただし、集まっているメンバーがどこのだ
れとわかる写真はご遠慮ください。なお、写真には、グループやイベントの名
称、所在地および国名はもちろん、グループやイベントが誕生してどのくらい
経つのか、ミーティングの形式やイベントで大事にしている習慣、ユニークな
点など、グループやイベントの紹介文を添えていただくようにお願いします。
宛先は、naway@na.org となっています。

® グループ紹介

こんなことが
あるなんて！

　これは、『ベーシックテキス
ト』第６版の写真です。雨のなか
に放置したらぐしゃぐしゃになっ
てしまったので、そのありさまを
見てもらおうと、写メールにして
スポンサーに送りました。ぼくは
適当なページを開いて写真に撮っ
たのですが、送信してから、真ん
中の綴じのところに赤いシミがあ
ることに気づきました。みごとな
ハート型になっている。こんなこ
とが「ある」なんて！ この『ベ
ーシックテキスト』は家宝にし
て、大事にしなくちゃ！

ブレット・L
（アメリカ合衆国／イリノイ）

みんなの
『ベーシックテキスト』
　写真にある『ベーシックテキス
ト』は、インド北東部の国境沿い
にあるナガランド州の町、コヒマ
のリハビリセンターで回復の道を
歩むアディクトたちによってすっ
かり使い古されていました。ペー
ジの余白には、これを読んだアデ
ィクトたちのメモで埋め尽くされ
ています。角の破れからも、大勢
の手でページがめくられたことが
わかります。このリハビリセンタ
ーは、NAのミーティング会場に
もなっているんですよ。

アノニマス
（アメリカ合衆国／カリフォルニア）

https://www.na.org/subscribe
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中東で歴史をつくる
に響く話をしてくれた。その場にいた当局者たちは、ア
ディクションと回復における家族の役割に気づいたので
ある。この母親を励まし、ドバイでナラノンを立ち上げ
るようにと支援を申し出た。それを目標に、この母親は
今活動を続けている。

アラビア語による
文献翻訳委員会

　アラビア語による文献翻訳委員会（ALTC）は、文献
翻訳委員会としては特殊である。NAWSのワークグルー
プの一つなのだ。サウジアラビア、クウェート、エジプ
ト、バーレーンのメンバーたちによって構成されていた
が、最近になってカタールとアラブ首長国連邦のメンバ
ーたちも加わった。現在、ワールドサービスオフィスで
はアラビア語版『なぜ どのように効果があるのか』の作
業を終えようとしているが、ALTCの方もアラビア語版
『今日だけ』の原稿を仕上げつつある。ALTCは、はや
る気持ちでいることだろう。 

「第５回NAWS中東ワークショップ（ME５）」
は、中東各地のNAによるサービス活動を支援するべ
く、NAWSが継続して取り組んでいるフェローシップデ
ィベロップメントの一環として予定されていた。NAWS
は、中東各地のNAの間でコミュニケーションや共同作
業が円滑になるように手助けをしているのだ。そして
今回の遠征では、NAクウェートに直接対応して、回復
の道を歩もうと殺到している女性たちがNAの仲間入り
をできるようにすることも計画されていた。

今回にかぎったことではないが、NAWSの遠征チーム
はできるだけ多くのことに対応できるようにと、11月初
旬の行程にいくつかの活動をつめこんだ。アラブ首長国
連邦（UAE）滞在では、イベントがめじろ押しだった。
アブダビで開催された「国際アディクション医療学会」
の年次総会への参加には、UAEやエジプトのメンバーた
ちの支援があった。地域社会と行政機関の代表者たちに
対する説明会では、地元のPR[広報]委員会がまとめ役に
なってくれた。そのほかには、サービスにかかわるメン
バー向けの２日間にわたる「中東ワークショップ」や、
イランの奉仕を任されたしもべたちに対する1日のワー
クショップ、「アラビア語による文献翻訳委員会」の２
日間にわたる会議などに出席した。そして、ドバイでい
くつかのワークショップに出席したあと、私たちはクウ
ェートに向かった。クウェート市では、２日間にわたっ
てフェローシップディベロップメントのさまざまなワー
クショップを開催したが、これはクウェートの女性に対
するFDに力を入れたものであった。

広報に関するイベント
　ドバイで開催された半日がかりのPRイベントに

は、現地の治療の専門家をはじめ、矯正施設の幹部、
教育省の幹部、地域開発局の職員数名のほか、関心の
ある一般市や、NAのメンバーたちが参加した。ここで
特筆すべきは、刑務局の局長が参加者に向かって、自
分はこのイベントによってNAに対する見方が変わった
ので、UAEの矯正施設でNAのミーティングが開かれ
ることを望んでいると述べたことである。すると、だ
しぬけに会場からすっとNAメンバーの母親が立ち上が
り、息子がNAで回復の道を歩んでいることについて心

www.nakuwait.org
www.nauae.org
www.naegypt.org
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第5回中東ワークショップ
2017年11月３日（金）に開会した「中東ワークショップ」

は、2005年の第１回以来、中東におけるNAの発展の歴史に焦
点を合わせて開催されるワークショップである。メンバーた
ちはそれぞれのNAについて、成長と発展に関する情報を提供
した。複数の言語を話す数百人の情熱的なNAメンバーたちの
参加で、プレゼンテーションおよびディスカッションの資料
はアラビア語、英語、ペルシャ語の３言語で用意した。これ
はちょっとした挑戦だったが、メンバーたちは集中してうま
く対応してくれた。

当日の参加者は、バーレーンからの６人をはじめとして、
クウェートから15人、サウジアラビアから20人、オマーンから
8人、イランから125人、アラブ首長国連邦から20人、エジプト
から7人。そのほかにも、誕生したばかりのスーダンのNAから
は2人が参加した。アフガニスタンのメンバーたちも参加しよう
としたのだが、ビザを取得することができなかった。みんな屈
託がなく、感謝の気持ちをもち、和気あいあいとしていた。そ
のような場であったから、アラビア語圏のNAが共同で取り組む
道を探ったのだ。こうして協力の姿勢を示すことは歴史的なも
のであり、参加した各地のNAを代表する10人も前に進んでいく
力になろうという気にさせられた。これ以来、５カ国の11人の
メンバーたちがインターネットによる会議を2回開いている。そ
の熱意と、サービスへの意気込みと、心の交わりに、私たちは
感謝している。異なる文化や集団にはいくつもの壁が立ちはだ
かるものだが、NAはひとつにまとまって苦しんでいるアディク
トに手を差しのべるためにそうした壁を超越することができる
のだから、実に驚くべきことだ。

また、今回のワークショップにはうれしい特別参加があっ
た。クウェートからやってきたNAメンバー２名と
カウンセラー１名には、クウェートの女性10名が
同行していたのだ。この女性たちはいくつかのワ
ークショップに参加して、「女性席」から活発に
意見を提供してくれた。私たちは、そのうちの何人
かとクウェートに関するワークショップで顔を合わ
せ、知り合いになった。そして、私たちがひと晩の
女性ミーティングを設けたところ、クウェートの女
性たちは全員出席し、心にしみるわかちあいが行わ
れた。クウェートの女性たちが心を悩ませることの
多くは、世界中で回復の道を歩む女性たちの悩みと
変わりはないのだ。

中東では、女性たちがミーティングに通うのもサ
ービスにかかわるのも、なかなか思うようにならな
いことであるのは明らかだった。このワークショッ
プへの出席は、サービスの役割であったため、資金
提供を受けて出席した女性は１人もいなかった。と
いうことは、エリアやリージョンでサービスの役割

についている女性は１人もいないことになる。それでも、クウ
ェート、イラン、バーレーン、アラブ首長国連邦からは何人か
の女性たちが自費で参加していたが、昨年私たちがオマーンで
出会った回復の道を歩む六人の女性たちは、今回は１人も参加
していなかった。

土曜に開かれた３つのワークショップでは広報活動を取り上
げた。そのなかで、「ナルコティクス アノニマス・ミドルイー
スト・コンベンション（NAMEC［NA中東コンベンション］）
の未来」と「中東での共同作業」というNAWS、エジプト、イ
ランによる活動と取り組みが紹介された。それに続いて、エジ
プト、アラブ首長国連邦、イランから、それぞれの地域に関す
る最新の報告があった。イランの広報に関する統計結果の報告
は、驚異的なものだった。250を超える広報委員会が活発に活動
しており、どれもよくまとまって集中的に取り組むことでさま
ざまな成果を挙げているというのだ。たとえば、イラン国内の
刑務所でNAの存在を知らないところはないというくらいにまで
になっている。また、イランのH＆Iは213の刑務所で1,402のパ
ネルミーティングを開き、4,000人の奉仕を任されたしもべたち
がNAのメッセージを運んでいるほか、治療施設でのパネルミ
ーティングの数についても同じような統計結果が報告された。

「NA中東コンベンション（NAMEC）の未来」と「中東に
おける共同作業」は、２つの議題について話し合うことから始
めた。まず、中東各地のNAがこのままNAMECにかかわってい
こうとするかどうか。そして、中東各地のNAによるこれまでと
は別の種類の共同作業を検討することである。そもそもこのコ
ンベンションは、先の中東ワークショップから時間をおかずに
開催することになった。というのも、このような話し合いのた
めに中東各地のNAが寄り集まる場がないからだ。現在の世界
情勢では、中東各地のNAがそろって参加する場を確保するこ
とが最大の課題となってきた。今回のワークショップは、これ
まで最も開催費用がかさむもののひとつになったが、メンバー
とサービス委員会の交流をはかるうえで非常に得るところが大
きかったのである。アラビア語圏のNAでは、このままNAMEC
に関わっていくことで合意をみた。イランのNAは、自分たち
のリージョンで協議するために保留とした。だが、その日の
午後には、イランリージョンの議長がこの集会の場で、NAの
メッセージと心はあらゆる国境を超えていくものだとし、イ
ランは中東各地のNAを支援することに本気で取り組むことに
すると発言した。これによって会場は喝さいにつつまれた。

®

https://www.na.org/subscribe
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中東のNAグループ
中東では、21,168のNAミーティングが開かれている

世界各地で毎週およそ６７，０００のミーティングが開かれている
2016年4月現在

2005年現在	中東におけるNAの分布図.

中東のNAは、21,000を超えるミーティングが開かれるまでに
成長した（2016年現在）。最近になってスーダンにNAが誕生
したこともあり¬、この数はさらに増えるだろう。

イランのサービスに  
関するワークショップ
　日曜に開催された「イランのサービス ワークショップ」

には、大勢の参加者が詰めかけた。イランの29のエリアから、
それぞれのリージョナル コミティのメンバーが出席したほか、
リージョンのサービス委員会で奉仕を任されたしもべたちも参
加して、人数はおよそ120名にのぼった。「一体性」に関する
セッションでは、参加者たちが『伝統１』とスピリチュアルな
原理によって役立とうとすることの重要性について議論を交わ
した。それから参加者たちは、イランリージョンの３つの重要
課題を確認し、解決策に向けた取り組みを検討した。イラン
のNAでは、『各地域でのサービスの手引き』に基づいてサー
ビスシステムを構築している。私たちは、イランにおけるNA
の未曾有の成長を高く評価して、それがほかの国や地域のNA
にとってどのように励みになっているかということを伝えた。

クウェート：
回復を求めている女性たち
私たちは続いてクウェートに向かい、２日間にわたって地元

の女性向け治療施設と中間施設でワークショップを行った。今
回のFDによる遠征は、過去２年間にNAでの回復を求める女性
たちが殺到しているのを受けて、クウェートのエリアサービス
コミティから特に要請があったものだ。クウェートで回復の道
を歩んでいる女性の総数は、今のところ約58人である。大半は
クウェートの女性だが、サウジアラビアとエジブトの女性もい
る。女性向け治療センターのある地域内で２つ、そして地域外
で１つ、女性ミーティングが開かれている。少数の女性が、男
女混合のミーティングに参加することもたまにある。これまで
男性限定としてきたNAの大半が、自分たちの方から適切な交

流をはかっていくことで女性を仲間入りさせる道を模索してい
る。女性のスポンサーは1人か2人はいるが、経験の長い信頼さ
れる男性メンバーの１人がいつの間にか、クウェートの女性の
スポンサーを一手に引き受けるようになっていた。

初日に開かれたワークショップには、約30名の女性が出席
し、４時間の長丁場となった。みんな、よその地域のいろんな
仲間たちによる回復の物語に触れることができないので、ぜひ
とも私たちの話を聞きたいと思っていたのだ。このため、私た
ちは自分の話を手短にわかちあわせてもらった。また、私たち
は情報の提供の際にQ＆Aの時間も設けたところ、（ステップ４
と５を中心にして）ステップに関することや、スポンサーシッ
プ、サービスに伴う責任、自分と、ハイヤーパワーと、恋人と
の関係など、さまざまな質問があった。

翌日のワークショップには、地元のNA全体の５０％を占
める約130人のメンバーが出席し、そのなかには前日に続いて
出席した女性も13人いた。ワークショップは前日と同じよう
なかたちで行なったが、質問の多くがアラビア語によって行
われたため、通訳を介することで進行はゆっくりになった。
それでも、スピリチュアルな原理、回復とリラプス、サービ
ス、スポンサーシップなどをはじめ、多くのテーマを取り上げ
ることができた。前日と同じく、多くの女性が出席して自分で
メモを取っていた。両日とも、ワークショップの後には仲間た
ちとの夕食会が開かれ、そこに女性が何人か参加していたのは
喜ばしいことだった。その席では当然、さらに多くの経験がわ
かちあわれ、さまざまな質問に答えが示された。こうして私た
ちはクウェートを離れたが、その後も、経験豊かなメンバーに
よるワークショップが女性たちのために開かれたことや、次回
のASCミーティングには女性たちが出席することになっている
という報告があった。

　PRの取り組みと同じく、FDの影響を測定することは困
難である。だからこそ、中東でのFDには引き続きしっかり取
り組んで行く。今回の遠征では、中東各地のNAとNAWSとの
間で、つながりやコミュニケーションや協力関係が深まった。
それは、中東でナルコティクス アノニマスが成長しつつあるこ
とに計り知れないかたちで貢献しているのだ。

www.nairan.org
www.nakuwait.org
https://www.na.org/?ID=servicemat-service-material
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® サービスセンター
NAのメッセージを

翻訳する
「世界中のアディクトがみな、
自分の話す言葉でわかりやすく
書かれたNAのメッセージを目にする
機会に恵まれ、それが新しい生き方に
踏み出すきっかけになること…」
ナルコティクス アノニマスは、その第一の目的によって国

境も、文化の壁も、言語のちがいも乗り越えて世界に広がる仲
間の集まりになっています。とはいえ、いざNAのメッセージが
届くべきところに届いてみると、今度はそこに住むメンバーた
ちが、自国のことばでメッセージを伝えていく方法を見つけ出
さなければなりません。そこで、NA文献の翻訳とあいなるわ
けですが、これはNAのメッセージの根底にある考えがまちが
いなく忠実に訳¬¬¬¬されるようにするために、NAワールド
サービス（NAWS）と各国の文献翻訳委員会（LTC）による
共同の作業になります。

ただし、NAのメッセージの翻訳を成功に導く鍵は、LTCな
のです。このためLTCには、ある程度の回復期間を経てNAの
ステップと伝統と概念や、さまざまな原理や、「NA用語」な
どに詳しく、母国語の文章力も優れているメンバーを確保する
必要があります。そして少なくとも１人か、できれば１人以上
は、英語と母語との両方をうまく使いこなせる必要があるでし
ょう。それでも、自国の言語でなじみのある自然な表現にする
際には、さまざまな困難が生じます。それがNAのメッセージの
根底にある考えを忠実に伝えることに影響を及ぼすこともある
ので、NAWSのスタッフは情報と支援の提供を惜しみません。

NAの文献で使われる用語のなかには、文献がもともとアメ
リカで出版されたものであることを示す言葉があり、その一
部はアメリカの俗語であったりします。このような言葉は、
直訳する際に意味をとりちがえかねません。たとえば、give
yourself breakやeasy does itという言い回しなどが挙げられま
す。そのほかにも、NAならではの独特な言葉があります。これ
はspiritual disease、Higher Power、the disease of addictionとい
う言い回しや、surrender、self-will、powerless、amends
という単語など、例を挙げていけばきりがありません。翻訳
する際には、NAのメッセージの根底にある考えとNAの言わ
んとすることが伝わることが重要なのであって、実際に使わ
れている言葉は大して重要ではありません。また、それとは別
に、翻訳する言語にとってなじみのある自然な訳にしないと意
味が伝わりにくい表現というものがあることも少なくありませ
ん。しかし、その一方、原文で表現されていること以上にうま
く伝わる表現はないと考えられるため、だからこそ直訳で、そ
のままに訳さなければならないということもあるでしょう。こ
の種の決断は、臨機応変に下すことになりますが、『Recovery
Glossary（グロッサリー）』にある定訳に基づいて決定される
ことが少なくありません。

『グロッサリー』には、NAで特に重要な意味をもつ言葉
や、12のステップと12の伝統をはじめとする基本原理も収め
られているので、これがあれば IP#１『Who, What, How, and 
Why』以降の翻訳が楽になるでしょう。『グロッサリー』とは

つまり「NA用語集」のことなのです。こうしたNAの基本的な
考えをまとめたものをしっかり訳しておくことによって、これ
から先の翻訳作業ではNAのメッセージがきちんと再現されるよ
うになるでしょう。『グロッサリー』の翻訳が仕上がって承認
を受ければ、これでもう、どの文献を翻訳する際にも『グロッ
サリー』が「辞書」として使えるようになるのです。

IP#１を文献翻訳の第１号とするのは、多くの理由で納得の
いくものです。初めてでも無理なく訳せる分量なので、実際に
仕上げて承認されれば、自国のNA全体で達成感に浸れるでし
ょう。これで、アディクトたちに母語で書かれたNAの基本原
則を提供できるようになるのです。自国のメンバーたちが回復
にとても役立つパンフレットを手にするだけでなく、フェロー
シップディベロップメントや広報活動で活用されることにもな
るからです。こうしてIP＃１を訳したら、その「姉妹編」であ
る『IP＃７： Am I an Addict?』を訳しと、ひとつひとつ経験
を積んでいくことで、LTCは次々とプロジェクトをこなしてい
くことができるのです。

最初の翻訳原稿ができたら、NAWS の翻訳スタッフとワー
ルドボードは評価の手順を調整します。これは、一連の段階を
踏みながら、翻訳がNA文献の根底にある考えを忠実に伝えられ
ているかしっかり確認する作業です。確認すべき点は、翻訳さ
れたものがどこまで原文に忠実に訳されているか、NAに特有で
きわめて重要な考え方がしっかり受け継がれているか、そして
NAのプログラムとフィロソフィーを明確に示せるものになって
いるかということです。そしてもちろん、LTCによって推奨さ
れる自国の言語になじみのある自然な表現も考慮されます。

評価の手続きは、NAWS とLTCが協力して取り組むもので
す。評価者のコメントによって最終決定が下されるということ
ではありません。評価者によるコメントはLTCに送られるた
め、LTCのメンバーたちはそれについて話し合ったうえで、問
題となっている言葉の選択に関するフィードバックをNAWSの

Latviešu

A Vision for NA ServiceAll of the efforts of Narcotics Anonymous 
are inspired by the primary purpose of our groups. 
Upon this common ground we stand committed. 

Our vision is that one day:   Every addict in the world has the chance to 
experience our message in his or her own 
language and culture and find the opportunity 
for a new way of life;
Every member, inspired by the gift of recovery, 
experiences spiritual growth and fulfillment 
through service;
NA service bodies worldwide work together in 
a spirit of unity and cooperation to support the 
groups in carrying our message of recovery;Narcotics Anonymous has universal recognition 

and respect as a viable program of recovery.Honesty, trust, and goodwill are the foundation 
of our service efforts, all of which rely upon 

the guidance of a loving Higher Power.

　ここにあるさまざまな色と書体は、現在、NAのメッセージ
が翻訳出版されている言語を表しています。こうしてさまざ
まな文化と言語に翻訳されたNAのメッセージによって、世界
中で回復の道を歩むアディクトたちがひとつになれば、回復を
求めているアディクトに希望をもたらすことができるのです。

https://www.na.org/?ID=ips-jp-index
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スタップに送ることができるのです。
LTCとワールドサービスとの間では、ことばの選択やその国

になじみのある自然な表現にする必要性をめぐってさまざまや
りとりが交わされるでしょう。これは、両者が納得する翻訳が
仕上がるまで続けられることになります。

これがすんだら、NAWSの翻訳スタッフ、プロの校正
者、LTCによって、翻訳原稿が誤りのない状態になるまで見
直しと、プロの校正と、修正および訂正を行います。この作
業は、LTC、校正者、NAWSの翻訳スタッフの間をひとめぐ
りするものですが、構成と編集の役割を何度か交代して行うこ
ともあるでしょう。つまり、みんなで足並みをそろえて取り組
む「共同」作業なのです。こうすれば、LTC、校正者、NAWS
の翻訳スタッフの３者が、それぞれの段階で同じページをチェ
ックすることができるし、特定の言語や文化の問題を解決する
ために協力しあえるというわけです。そして、完成原稿ができ
たら、ワールド サービス オフィスで割り付けをするという段
取りになっています。割り付けとは、出版に向けて活字の大
きさ、字配り、行数などの指定を行うことです。それがすんだ
ら、割り付け原稿の校正が行なわれ、ここで最後の最後で修正
や訂正がある場合にはLTCの意見を聞くことになります。その
際には、翻訳についてはこれでもう大丈夫であるとゴーサイン
を出してもらうために、写真製版原稿（完全版下）が送られる
こともあります。

 しかし、これほど入念な翻訳作業をもってしても、原文の
意味することを正確にとらえるのはむずかしいことなのかも
しれません。

私たちは1998年2月の初めに、特定の言い回しをその国の言
語に訳すことのむずかしさをめぐって、イランの「ペルシャ語
による文献翻訳委員会」とやりとりをしました。たとえば、「
アディクトになったら、一生足を洗えない」という言い回し
が、「家の戸口で眠ってしまったラクダは、二度と立ち上が
ることはない」と訳されていたのです。

そしてラトビアでは、この言い回しが最初に訳されたとき
は「酢漬けのピクルスは、生のキュウリには戻らない」とな
っていました。

また、ズールー語の翻訳が始まったころには「しかし、ある
時点でくいとめることができるので、そうなれば、回復は可能
になる」という文章が「しかし、進行を遅らせることができる
ので、回復は可能である」と訳されていました。

そこで評価の際には、その国の言語で訳されたものを、英語
に訳し直してみるのも一つの手になります。韓国では、次のよ
うな例がありました。個人の物語にある一文が「ケバケバしい
服は、整理ダンスの上に置いた」となっていたので、いったん
「シャキッとするものを、整理ダンスの上に置いた」という英
文に訳し直し、それから「薬物は、整理ダンスの上に置いた」
と訂正されたのです。

機械翻訳
翻訳は、人間でなければできない創造的な作業です。コンピ

ューター自動翻訳など「機械」による翻訳は、気のおけない間
柄で即座にやりとりするには手軽で使いやすいということもあ
るでしょうが、しかし、最高のテクノロジーであっても元の言
語の心髄となる精神を正確にとらえることはできません。これ
では、NA独自のことばやその国の文化や言語の影響を配慮する
ことなど、とてもおぼつかないでしょう。

そして案の定、NAのメッセージが明確に反映されていな
い機械翻訳をちらほらと目にすることになってしまいまし
た。たとえば、東アフリカ コンベンションで用意されたTシ
ャツは、One Promise: Freedom from Active Addiction [ひと
つの約束： アディクションから自由の身になる]というメッセ
ージを伝えるものでした。これをスワヒリ語（uhuru kutuoka 
uraibu kamili）から英語に翻訳する場合、ある機械翻訳では
freedom of rituals in full deception [欺瞞に満ちた儀式からの
解放]となり、また別の機械翻訳ではfreedom of to sneeze in 
full dungeon [地下牢に閉じ込められてくしゃみをする自由]と
なってしまいました。

これ以外にも、あるソーシャルメディアの投稿には「NA 
Service Structure ［NAのサービス構造］」というタイトルの
図解があり、タイトルのスワヒリ語訳は「mfumo wa huduma 
za NA」と正確な訳になっていました。それが、そのソーシ
ャルメディアが提供する機械翻訳ではService of the service 
service [サービスをサービスすることによるサービス]となっ
ていたのです。

 誤訳にもたまにユーモアを感じさせるものがあったりしま
すが、機械翻訳によってNAプログラムというものが誤った印
象を与えかねないとなると、そんな呑気なことは言っていら
れないし、むしろ不安になってきます。なかでも、NAが高い
評価を確立しつつある地域では、機械翻訳に頼るのは危険な
やり方になるのです。

IP＃１は、赤字の53の言語によって翻訳出版されています。
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自然災害の支援
　世界各地で発生する自然災害などによって、NAが大きな被害
をこうむることもあるでしょう。NAの文献やミーティングに必
要なものが失われたり、使い物にならなくなったりしても、グ
ループには買い換える資金がないかもしれません。もちろん、
災害時には、ほかにもまず解決しなければならないことがいろ
いろあるでしょうが、それがひと段落して、いざグループが活
動しようにもどうしていいかわからないとなれば、私たちが力
になります。このようなときには、現地のNAが立ち直ってNA
のメッセージを運び続けることができるように、ワールドサー
ビスから支援物資が届くことになっているのです。

WCNA 37  
スピーカー選考委員
　私たちは、WCNAのスピーカー選考に参加してくれるボランティアを現在も募集中です。応
募者には、少なくとも５年のクリーンタイムが必要でしょう。この役目を引き受けていただくと、こ
れから数ヶ月（2018年１月〜３月）にわたってスピーカー候補者の録音内容を再検討することに
なります。スピーカー選考委員としてサービスにかかわることに関心のあるメンバーは、www.
na.org/wcna	 にある書式に必要事項を記入して、2018年２月28日までに応募されるようにお
願いします。

スピーカー選考委員として、サービスにかかわることを希望します。

名前____________________________________	 名字	____________________________________

住所	___________________________________________________________________________________

___________________________________________________________________________

国名	_____________________________________	 〒郵便番号________________________________

クリーン・デイト（クリーンになった年月日）	_____________________電話番号____________________

Eメールアドレス	__________________________________________________________________________
応募方法

www.na.org/wcna	にある書式に必要事項を記入して応募。
または、上記の書式をコピーして必要事項を記入し、NAワールドサービスへ郵送。

NA	World	Service;	WCNA	37	Speakers;	PO	Box	9999;	Van	Nuys,	CA	91409	USA

　ワールドサービスは、現地のメンバーたちや奉仕を任された
しもべたちと直接協力して何が必要とされているのかをはっき
りさせたうえで、支援物資が現地のグループやサービス機関の
もとに確実に届くようにしています。危機に瀕したNAに対して
は、メンバーやグループ、サービス機関がそれぞれに直接支援
しようとしてもうまくいくとはかぎりません。だからこそ、NA
ワールドサービスに献金していただくことが直接の効果をもた
らす方法になるのです。みなさんの献金によって、現地のグル
ープやサービス機関が必要なものを手にするようになるので、
回復を求めているアディクトたちはナルコティクス アノニマス
につながることができるというわけです。
援助を求める場合にはworldboard@na.org へご連絡ください。
献金をされる場合にはwww.na.org/contributeでお願いします。

www.na.org/wcna
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みなさんの参加を心よりお待ちしています
フロリダ州のオーランドは、アメリカで最も観光客が多い都市です。この楽しさいっぱいの観光地で開催さ
れるナルコティクス	アノニマスの第37回ワールドコンベンションに、ぜひご参加ください。フロリダ州各
地のメンバーたちは、参加者に心のこもったもてなしをしようと歓迎の準備を進めています。NAワールド
コンベンションのことは世界中のメンバーたちがとても楽しみにしているので、みんなで参加すれば今回も
多彩な顔ぶれによる盛大なコンベンションになるでしょう。 

今すぐ、参加登録を！
これでもう、オーランドでWCNA37に集まった世界中の仲間たちと一緒に回復を祝うことができるでしょう。

どうして、事前に参加登録をするのか？
❶	事前参加登録制にすることで、NAの資金を無駄に使用することもなくなり、参加者の要望にもうまく応えられる
イベントが企画できる。

❷	WCNA	37は参加登録が必要なイベントであるため、参加登録コーナーへの入場を除き、オレンジカウンティ・コ
ンベンションセンターへの入場には必ず参加登録バッジの表示が求められる。

❸	参加登録バッジがあれば、コーヒーハウスのイベントやダンスなど、チケットのいらないイベントはどれも入場自
由になる。	

❹	チケット制によるイベントの座席は、事前の参加登録の日付で指定される（チケット購入の日付ではない）。

❺	事前参加登録の受付は2018年７月31日で終了し、これ以降は125ドルの一般参加登録となる。

❻	事前参加登録者は、木曜日から現地のオリジナルグッズ販売ショップに入場できる（一般参加登録は、金曜日まで
入場できない）。

❼	2018年７月31日までに事前参加登録をしたメンバーは（キャンセルをしなければ）、全員が抽選に応募できる。
当選者２名には、コンベンションを丸ごとタダで楽しめるパッケージが贈られる。これで参加登録費は無料とな
り、WCNAのスペシャル・イベントも全部無料で入場できる！（ただし、事前に予約したオリジナルグッズは無
料にはならない）

ホテルの予約は、お早めに！
　ホテルの予約ぐらい自分でできるというメンバーが多いとは思いますが、こちらで団体予約をしたホテルを利用する
ことがWCNAの運営にとても役立つのです。ですからWCNAでは、ぜひ、事前参加登録と併せてこちらでご案内する
ホテルを予約していただくようにお願いします。しかも、2018年7月31日までに参加登録とホテルの予約をすませる
と（キャンセルをしなければ）、「３泊無料」になる抽選にも参加できるのです。当選した２名に対しては、WCNA
開催期間中の３日間にかかる部屋代と税金をこちらで肩代わりいたします。さあ、さっそくホテルを予約して抽選に
参加しましょう！

エンターテイメント
　これは、WCNA	37を盛り上げる構成にしようと張り切っています。まだ交渉中のイベントもいくつかあります
が、木曜の「ブルース・ランチ」、金曜午前の「ジャズ・ブランチ」、金曜夜の「コメディ・ショウ」、「コーヒー
ハウス」については　www.na.org/wcna	で詳しい情報がわかるようになっています。なお、このようなチケット制
によるイベントの座席は、チケット購入の日付ではなく、事前登録の日付に基づいて指定されます。良い席をとるた
めにも、早めに参加登録をしておきましょう。

参加登録や、ホテルの予約情報、プログラム、エンターテイメントなど、
WCNA 37に関することは、www.na.org/wcna をご覧ください。 

WCNA 37: THE MAGIC IS REAL
Still

2018年８月30日〜９月２日
アメリカ合衆国フロリダ州オーランドあの不思議な力はここに

www.na.org/wcna
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Multiday events and those occurring between publication dates are printed according to the schedule posted online. To enter 
events or to access event details, visit the online calendar at www.na.org/events. (If you don’t have internet access, fax or mail 
your event info to 818.700.0700, attn: NA Way; or The NA Way; Box 9999; Van Nuys, CA 91409 USA.)

Australia
Western Australia 9-11 Mar; Western Australia Area 
Convention; Rise Function Centre, Perth; wana.org.au

Canada
Ontario 16-18 Feb; Toronto Area Convention 10; Marriott 
Downtown Eaton Centre, Toronto; torontonaconvention.org/
Prince Edward Island 28-29 Apr; Clean & Straight Group 
Unity Days 19; Saint Paul’s Parish Centre, Summerside; carna.
ca
Quebec 2-4 Mar; Youth Convention 22; Hotel Château, 
Joliette; naquebec.org

Nepal
Chitwan 2-4 Feb; Chitwan Area Convention 2; Narayani Resort 
Gaidakot, Chitwan; event info: 9865350602 

Norway
Trysil 11-18 Mar; Ski&Recovery; Trysil; nanorge.org/
arrangementer

Poland
Miętne 23-25 Feb; Regional Group Assembly; Powiatowy 
Osrodek Sportu w Mię tnem, Mię tne k/Garwolina; 
anonimowinarkomani.org

Thailand
Bangkok 2-4 Mar; Thailand Regional Convention 11; 
Rembrandt Hotel, Bangkok; na-thailand.org/index.html

United States
Alaska 23-25 Mar; Kenai Peninsula Area Women’s Spiritual 
Retreat; Solid Rock Bible Camp, Soldotna; event info: Kenai 
Peninsula Area; 11312 Kenai Spur Hwy; Unit 71; Kenai, AK 
99611
Arizona 9-11 Mar; Mexico Arizona California Convention 9; 
The Shilo Inn, Yuma; maccna.org
California 16-18 Feb; Circle of Sisters 21; Hyatt Regency San 
Francisco Airport, Burlingame; circleofsisters.org
2) 29 Mar-1 Apr; Northern California Regional Convention 40; 
San Jose Convention Center, San Jose; norcalna.org
3) 30 Mar-1 Apr; San Diego/Imperial Counties Regional 
Convention 33; Manchester Grand Hyatt, San Diego;  
sandiegona.org/san-diego-imperial-counties-regional-
convention
Florida 23-25 Mar; First Coast Area Convention; Lexington 
Hotel & Conference Center, Jacksonville; firstcoastna.org/index.
htm
2) 13-15 Apr; North Dade Area Convention Addressing Recovery 4;  
Ramada Plaza Marco Polo Beach Resort, Sunny Isles Beach; 
speaker tape deadline: 31 Jan; northdadearea.org
Georgia 2-4 Mar; Recovery in Action Newcomer’s Event 4; 
Clarion Suites & Conference Center, Savannah; write: Kickin’ 
It Clean/A Power Greater than Ourselves; Box 5216; Savannah, 
GA 31414

Idaho 6-8 Apr; Southern Idaho Regional Convention 29; 
Best Western Inn & Convention Center, Burley; speaker tape 
deadline: 1 Feb; sirna.org
Indiana 23-25 Mar; Indiana State Convention 25; Wyndham 
Indianapolis West, Indianapolis; isnacindiana.com
Kansas 27-29 Apr; Mid-America Regional Convention 35; 
Ramada Topeka Downtown Hotel & Convention Center, 
Topeka; marscna.net
Kentucky 30 Mar-1 Apr; Kentuckiana Regional Convention 31; 
Owensboro Convention Center & Hampton Inn, Owensboro; 
krscna.org
Maryland 13-15 Apr; Chesapeake & Potomac Regional 
Convention 32; Roland E. Powell Convention Center, Ocean 
City; cprna.org
Massachusetts 16-18 Mar; Northeast Massachusetts Area 
Convention 6; Burlington Marriot, Burlington; nerna.org
Michigan 29 Mar-1 Apr; Detroit Area Convention 26; Marriott 
Renaissance Center, Detroit; michigan-na.org/metro-detroit-
region
Minnesota 13-15 Apr; Minnesota Convention 25; DoubleTree, 
Bloomington; mnnac.org
Missouri 2-4 Feb; Cabin Fever Prevention Convention 26; 
Lodge of the Four Seasons, Lake Ozark; cabinfeverconvention.
org
New Jersey 2-4 Mar; Cape Atlantic Area Convention 28; 
Stockton Seaview Hotel, Galloway; pearlofrecovery.com
New York 2-4 Feb; In the Spirit of Love 30; Holiday Inn, 
Waterloo; flana.net
2) 16-18 Feb; Metro Area Convention; Crowne Plaza Hotel, 
White Plains; nanewyork.org
3) 2-4 Mar; First Stop to Freedom 5; Marriott Long Island, 
Melville; westernqueensna.org
4) 20-22 Apr; First Buffalo Inner City Convention; Adam’s Mark 
Hotel, Buffalo; nawny.org
North Carolina 2-4 Mar; Freedom by the Sea Convention 17;  
S e a  T r a i l  G o l f  R e s o r t ,  S u n s e t  B e a c h ; 
freedombytheseaconventionofna.com
Ohio 2-4 Feb; Toledo Area Convention 21; Holiday Inn French 
Quarters, Perrysburg; natoledo.com
Oklahoma 23-25 Mar; Oklahoma Regional Convention 32; 
Marriott Tulsa Southern Hills, Tulsa; okna.org/okna-activities
Rhode Island 9-11 Feb; Greater Providence Area Convention 9;  
Crowne Plaza Warwick, Warwick; event info: 401.649.3236;  
gpana.org/upcoming-convention
Texas 29 Mar-1 Apr; Lone Star Regional Convention 33; DFW 
Lakes Hilton, Grapevine; lsrna.com
Washington 8-11 Mar; Clean & Free Tides of Change; Ocean 
Shores Convention Center, Ocean Shores; wnirna.org
Wisconsin 2-4 Feb; Greater Milwaukee Unity Convention 21; 
Hyatt Regency, Milwaukee; namilwaukee.org

®
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Reduced 
Price

Living Clean Numbered Edition
Item No. 1155    

Price US $27.50/19.50 €  

2018 Calendar & Living Clean Bundle
Item No. 1155B    Price US $30.00/22.00 €

30th Anniversary  
Basic Text
Item No. 1103    
Price US $30.50/23.00 €

JFT Journal &  
30th Anniversary Basic Text Bundle

Item No. 1103B    Price US $36.00/29.00 €

To Be Discontinued
Sponsorship Gift Edition 
Item No. 1131    Price US $20.90/18.50 €

Afrikaans
Keytags: Welcome – Multi-Year

Item No. AF4100 – 4108    Price US $0.53/0.47 €

2018 JFT Calendar 
Get your daily recovery inspiration and 

encouragement with excerpts from our Just for 
Today book. 4¼″ x 5¼″ tear-off pages with easel.

Item No. 9500    Price US $11.75/10.25 €  

NAWS Product Update

Bengali
NA White Booklet 

শ্বেত গ্রন্থ
Item No. BE1500

Price US $0.75/0.65 €

Numbered Editions 
& 

 Special Bundles

http://www.na.org/?ID=OrderLiteratureOnline-NAW
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Russian
Living Clean: The Journey Continues

Жить  чистыми:  
Путешествие продолжается
Item No. RU1150    Price US $9.75/7.70 €

Spanish
Concordance  

Line-Numbered  
Basic Text

Narcóticos Anónimos
Item No. SP1102LN    

 Price US $11.55/10.00 €

Guiding Principles: 
The Spirit of Our Traditions

Los principios que nos guían: 
el espíritu de nuestras tradiciones 

Item No. SP1201    Price US $11.00/9.70 €

Danish
IP #29: En introduktion  

til NA-møder
Item No. DK3129    Price US $0.24/0.21 €

Polish
IP #2: Grupa 

Item No. PL3102    
Price US $0.31/0.26 €

Ukrainian
IP #14: Досвід одного залежного: 

прийняття, віра та зобов’язання 
Item No. UA3114    Price US $0.24/0.21 €

IP #23: Залишатись 
чистим після виписки 

Item No. UA3123    Price US $0.24/0.21 €



Arabic
It Works: How & Why

إنه ينجح
Item No. AR1140    Price US $9.00/7.90 €

Bahasa Melayu
Basic Text (Fifth Edition)

Narcotics Anonymous
Item No. BM1101    Price US $7.90/6.90 €

Coming Soon!

Statement of Ownership, Management, and Circulation
The NA Way Magazine (ISSN 1046-5421) is published quarterly. There is no subscription charge for this publication. 

The office of publication is at 19737 Nordhoff Place, Chatsworth, CA 91311. Mailing address is 19737 Nordhoff Place, 
Chatsworth, CA 91311. The editor is De Jenkins. The NA Way Magazine is owned by NAWS, Inc., a nonprofit corporation, 
and there are no other bondholders, mortgagees, or security holders. The status of this corporation has not changed 
during the twelve months preceding this filing.   

  Average No. of copies Actual No. copies 
Extent and nature of circulation in preceding 12 months as of Oct 17
a.  Total number of copies (Net press run) 12,688 13,250
b (1)  Mailed outside county subscription 3,385 4,216
b (2)  Mailed in-county subscription 35 40
b (3)  Distribution outside the mails 8,905 8,495
c.  Total requested distribution 12, 253 12,751
d (4)  Free or nominal rate distribution 234 279
e.  Total free or nominal rate distribution 234 279
f.  Total distribution 12,559 13,030
g. Copies not distributed (office uses) 129 220
h. Total 12,688 13,250
i. Percent requested circulation 98.2% 97.7%

a.  Requested electronic copies (e-subscription) 21,111 21,312
b.  Total requested print + electronic distributions 33,436 34,063
c. Total print + electronic distributions 33,670 34,342
d. Percent requested circulation 99.3% 99.1%

Certified, correct, complete   

®

®

http://www.na.org/?ID=catalog-products

	NAWay 2018年１月発行
	今月号の掲載記事
	特集記事
	ベーシック・キャプション・コンテスト
	わかちあい
	グループ紹介
	フェローシップ ディベロップメント 
	サービスセンター
	WCNA 37
	Calendar
	NAWS Product Update
	Coming Soon




